
今
回
の
改
正
案
は
令
和
6
年

度
か
ら
森
林
環
境
税
を
個
人
住

民
税
課
税
者
に
対
し
て
一
律
年

額
１
，
０
０
０
円
を
上
乗
せ
し

て
徴
収
し
、
国
に
納
付
す
る
と

い
う
国
の
地
方
税
法
の
改
正
に

伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
森
林
環
境
税
に
は
大

き
な
問
題
が
あ
る
と
し
て
、
日

本
共
産
党
は
反
対
し
て
き
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
対
策
は
喫
緊

の
課
題
と
は
い
え
、
今
回
の
森

林
環
境
税
に
つ
い
て
国
は
元
々
、

個
人
だ
け
で
は
な
く
企
業
等
法

人
に
も
負
担
を
求
め
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
の
負
担
は
個
人
住

民
税
の
み
に
一
律
課
税
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の

税
制
は
原
因
者
負
担
の
原
則
か

ら
企
業
等
の
法
人
も
当
然
負
担

す
べ
き
で
あ
り
、
不
公
平
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
滋
賀
県
で
は
平
成
18

年
よ
り
「
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り

県
民
税
」
を
年
額
800
円
（
法
人

は
２
，
２
０
０
円
～
８
８
，
０

０
０
円
）
す
で
に
徴
収
し
て
お

り
、
事
業
目
的
か
ら
2
重
課
税

と
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。こ

の
税
の
新
設
に
よ
り
、

市
町
に
は
森
林
環
境
譲
与

税
が
交
付
さ
れ
、
一
方
、

市
町
は
「
森
林
経
営
管
理

法
」
に
基
づ
く
計
画
策
定

や
計
画
に
基
づ
く
施
策
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
多
く
の
自
治

体
の
現
在
の
人
員
で
は
計
画
策

定
や
事
業
実
施
が
可
能
な
の
か

不
安
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

本
来
、
森
林
環
境
を
担
う
人
員

の
確
保
や
計
画
策
定
の
体
制
を

構
築
し
て
地
方
交
付
税
等
で
措

置
可
能
で
あ
り
、
安
易
に
市
民

負
担
を
行
う
べ
き
で
な
い
こ
と

か
ら
反
対
す
る
も
の
で
す
。

今
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
国

民
に
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

前
回
の
コ
ン
ビ
ニ
端
末
に
よ
る

諸
証
明
手
数
料
の
減
額
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
が
任
意
で
あ
り
取

得
を
希
望
し
な
い
市
民
に
対
す

る
差
別
で
は
な
い
か
と
し
て
反

対
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は

市
役
所
等
に
設
置
さ
れ
た
端
末

機
の
画
面
操
作
で
諸
証
明
の
交

付
を
受
け
た
場
合
の
手
数
料
を

コ
ン
ビ
ニ
と
同
額
に
す
る
と
い

う
改
正
で
す
。
一
部
窓
口
の
事

務
改
善
に
は
な
る
と
思
う
が
、

引
き
続
き
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
持
た
な
い
も
の
と
の
差
別

が
広
が
る
か
と
か
ら
改
正
に
は

反
対
し
ま
す
。

コ
ス
ト
の
問
題
に
つ
い
て
発

言
し
ま
す
。
こ
の
前
の
予
算
委

員
会
総
務
産
業
建
設
分
科
会
で

の
質
問
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
1

件
当
た
り
の
コ
ス
ト
が
１
，
２

８
５
円
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
庁
舎
に
キ
オ
ス
ク

端
末
を
設
置
す
る
に
は
相
当
の

イ
ニ
シ
ャ
ル
・
コ
ス
ト
が
掛
か

り
ま
す
し
、
ま
た
今
後
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
も
掛
か
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
今
回
、
減
額
さ
れ
た

手
数
料
と
そ
の
コ
ス
ト
と
の
差

額
、
ま
た
以
前
に
減
額
さ
れ
た

コ
ン
ビ
ニ
手
数
料
と
コ
ス
ト
の

差
額
は
、
当
然
一
般
市
民
の
税

金
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
多

く
の
市
民
は
日
常
的
に
証
明
類

を
必
要
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

す
べ
て
の
費
用
を
受
益
者
が
負

担
せ
よ
と
言
う
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
適
正
な
受
益
者
負
担

が
何
な
の
か
、
し
か
り
と
考
え

る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
取
得
者
は
5
月
15
日
現
在
で

84
．
4
％
。
申
請
者
は
90
％
を

超
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
す

で
に
市
民
の
大
多
数
が
利
益
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
で

す
。
受
け
ら
れ
な
い
の
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

な
い
人
だ
け
で
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
、
い
つ
ま
で
も
続
け

る
こ
と
が
妥
当
な
の
か
、
立
ち

止
ま
っ
て
考
え
る
べ
き
で
す
。
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6
月
28
日
定
例
会
最
終
日
「
市
税
条
例
の
一
部
改
正
」
と
「
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
」
の
2
議

案
に
つ
い
て
反
対
討
論
を
藤
田
議
員
が
行
い
ま
し
た
。
「
市
税
条
例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て
は
堀

江
議
員
が
賛
成
討
論
を
行
い
「
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
」
に
つ
い
て
は
賛
成
討
論
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
採
決
結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
他
議
案
に
つ
い
て
は
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

県
税
と
の
２
重
課
税

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
任
意
、
差
別
反
対

自
治
体
は
人
員
不
足

市
税
条
例
一
部
改
正
の
反
対
討
論

手
数
料
条
例
一
部
改
正
の
反
対
討
論

森
林
環
境
税
は
不
公
平

適
正
な
受
益
者
負
担
を
ど
う
考
え
る
の
か

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
優
遇
は
再
考
を

議員名 会 派 名

第41号
市税条
例一部
改正案

第43号手
数料条例
一部改正
案

山脇正孝 日本共産党市議団 × ×

藤 田 正 雄 日本共産党市議団 × ×

山 口 久 志 天翔クラブ × 〇

鹿 取 和 幸 天翔クラブ 〇 〇

磯 谷 晃 天翔クラブ × 〇

矢 野 邦 昭 天翔クラブ 〇 〇

今 中 力 松 天翔クラブ 議長 議長

中 川 松 雄 天翔クラブ 〇 〇

鍔 田 明 天翔クラブ 〇 〇

中 川 雅 史 政策研究会マイバラ 〇 〇

堀 江 一 三 政策研究会マイバラ 〇 〇

山 本 克 巳 政策研究会マイバラ 〇 〇

吉田周一郎 政策研究会マイバラ 〇 〇

振 角 大 祐 無会派 〇 〇

細 野 正 行 無会派（公明党） 〇 〇

結 果 可決 可決


